
地下鉄谷町六丁目駅

①直木三十五生家跡　　

直木三十五（本名・植村宗一）は、
明治２４年（１８９１）、安堂寺町₂丁
目（現・谷町六丁目交差点）で誕
生しました。生家は市電開通時、
道路の拡幅工事でなくなってい
ます。ちょっと変わったペンネ
ームについては、『私の履歴書』
で「植村の植を二分して直木、
この時、三十一才なりし故、直
木三十一と称す」と記されてい
ます。３５歳以降はずっと「三十
五」のままでした。

②直木三十五寓居跡

現在の安堂寺町２－３です。近所に
貸本屋と講釈場があり、講談に
親しみました。これが直木文学
の原点になりました。

③榎大明神・直木三十五文学碑

坂の途中にあります。「榎さん」
と親しまれていますが、正しく
は槐

えんじゅ

です。樹齢約６５０年といわれ
ています。直木はこの榎大明神
の下で遊び、育ちました。文学
碑は代表作『南国太平記』の一
節が刻まれています。坂を下れ
ば長堀通りです。

④御祓筋

榎大明神から北へ向かうと天満
橋付近に出ますが、そのあたり
は窪津（渡辺津）、八軒家浜とい
う熊野詣の起点になったところ

です。お祓いを済ませてから出
発したので、御

お

祓
はらい

筋の名がつい
たといわれています。直木は、
この御祓筋を下ってよく遊びに
行っていました。

⑤複合再生長屋・練

空堀一帯は空襲の被害が比較的
少なかった地域で、古くからの
町家がたくさん残っています。
練
れ ん

は、宮家の別荘として神戸の
舞子にあった建物が、大正末期
に現在の場所に移築されたもの
で、いろいろなショップが入っ
た商業施設として生まれ変わり
ました。

⑥松屋町筋

雛人形やおもちゃ、駄菓子など
のお店が並びます。大阪の人々
は「まっちゃまち」と呼びます。

⑦空堀商店街

大正時代に地元の延命地蔵の縁
日に夜店が出て、そのルート上
に現在の商店街ができたといわ
れています。

⑧直木三十五記念館

複合文化施設「萌
ほ う

」の₂階にあ
ります。大正末期から昭和初期
に活躍した直木三十五は、直木
賞にその名を残しています。こ
の記念館は地元の有志が尽力し、
直木賞作家らも呼びかけ人とし
て参加し、平成１７年（２００５）に完
成しました。

⑨観音坂

かつて千手観音を祀るお寺が坂
の上にあったことから、その名
がついています。１００年以上も前
からある石畳です。
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